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短 報

北海道宮島沼における1975年から2000年のマガンの個体数の変化

星子廉彰

〒061-0222石狩郡当別町元町104番地

はじめに

石狩平野は至るところに大小の湖澗湿地が点在する水鳥の楽卿で，その近郊には雁木，雁

里，対雁等の地名が点々 とあり，古くからマガンＡ"sgﾉ．α/6折り"ｓの渡りの''1継地として利

用されてきたと考えられる．南空知地方の美唄市の西美唄地区にある宮脇沼は石狩川まで､１

km近くで約30haの丸形，水深平均１ｍの淵で，周囲は水川地帯である(図ｌ）．この沼で1975

年よりマガンの個体数調査を行なったのでここに報告する．

調査地および調査方法

調査は宮島沼周辺で1975年から2000年まで３月2511から５１Iごとに５ＩｊｌＩ１まで､行なった．
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マガンは1960年頃までは，石狩管内の当別市街をとり巻く周囲の水田地帯がおもな飛来地で

夜間の休息場所は石狩望来沖合であり，日の出とともに水田で採食し午前中に一度海に戻り，

休息し，午後再び水田に出かけていた．しかし，この地域が開発のためマガンにとって好ま

しくない環境になったため，1965年頃から徐々に石狩対岸の美唄，北村の水田地帯に採食場

が移り変わり，1977年４月下旬よりマガンは美唄市にある宮島沼を休息場にするようになっ

た．このように調査期間内にマガンの分布が変化したので，調査方法は以下のように年によ

って異なっている．

l・石狩望来沖合をねぐらにしていた調査の初期は可能な限り朝夕にねぐらで調査した．

2．マガンがおもに美唄,北村の水田地帯で落ち穂を食べていた1975年頃は採食場を中心に調

査を行なった．

３．大半が宮島沼をねぐらとするようになった1978年からは，沼を早朝飛び立つ時，日中沼に

休息に入るとき時，夕日の落ちる頃，沼に入るマガンをかぞえた．

4.1987年以降,春に飛来数が最大になる頃に美唄市の協力で20名前後の調査員を投入して一

斉に数えた．

結果および考察

1．個体数の変化

北海道中央部の春の飛来コースは胆振管内の厚真地帯を中心に近隣の早来，鵡川，穂別，

植苗や南幌，長沼の少雪地帯の水田で採食して，ウトナイ湖をねぐらにして過ごし，やがて

空知地方に移動してくる．1975年から2000年までのマガンの年度毎の最高飛来数を図２に示

したが,現在1975年の4,000羽から2000年の62,700羽と約16倍に増加した．日本野鳥の会と環

境庁による全国のマガンの個体数と宮島沼におけるマガンの個体数の比較を表ｌにまとめた．

宮島沼の方が多いことはあっても少ないことは３年のみで，その場合でも差はあまり見られ
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図２．宮島沼に飛米するマガンの個体数の経年変化

Fig.２．ＴｈｅchangeinnumberofstopoverWhite・frontedGeesearoundMiyajima､numa，
northemJapan．



日本野鳥の会研究センター１９９２

表１．宮島沼でかぞえられたマガンの岐大個体数と日本全国の越冬数との関係

Table１．ComParisonbetweenmaximumnumberofWhite-frontedCeesecounted
aroundMiyaiima-numaandtotalwinteringnumbercountedinIapan．
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ず日本に飛来するマガンのほとんどは宮島沼を通過していると思われる．

このように個体数が増加した原因として，繁殖率があがったことが考えられる．幼烏と成

鳥を分けて個体数をかぞえていなかったので，定堂的な情報はないのだが，近年，幼鳥の比

率が上がっているようであり，繁殖成績あるいは幼烏の生存率があがったために，個体数が

増加したことが考えられる．北アメリカでもマガン（Ely＆Dzubinl994，Ｋｒａｐｕｅｉα/、

1995)，ハクガンＡ・aze?"/ｃｓｃｅ"s，カナダガンＢ７”/α“"α火"siｓ（Ankneyl996）が増加

している．この増加の原因として，ガンが1960年代以降，自然の食物から農作物へと餌資源

を変え（Krapu＆Reineckel992)，そのために脂肪蓄積量が増えた（Bedard＆Gauthier

l989)．その結果として一腹卵数が増加し（Ankney＆Macllmesl978)，幼烏が増加したこ

とがあげられている．日本で越冬しているガン類についても稲の収穫の機械化などで食物で

ある落穂が増加していること，あるいは地球の温暖化により，繁殖地の食物の状況が変化し

ていることも考えられる．今後，成鳥／幼烏の割合の把握とともにその原因についても把握

していくことが必要だろう．

環境庁自然保遜局１９９９

2．降雪量によるマガンの飛来時期の変化

冬期に降雪量の多かった1999年と2000年，降雪鼠の少なかった1989年と1990年の飛来状況

を図３に示した．降雪量の少ない年は，全体的に飛来時期が早く調査期間を通じて個体数が

安定していたが，降雪丑の多い年は調査期間の後半に個体数が急激に増加した．降雪量の多

い年は宮島沼の氷が完全にとける時期が1999年は４月24日,2000年は４月27日と遅く，降雪量

の少ない年は1989年が３月26日，1990が３月29日と早かった．また降雪量の多い年はウトナイ

湖をねぐらにして周囲の雪どけの早い水田，牧草地，デントコーン畑で採食し，宮島沼の氷

がとけはじめる兆しがみえはじめるとマガンやハクチョウ類が多く飛来するものと考えられ
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3．分布の拡大

1990年以前美唄，北村が主な採食場であり時々石狩川の対岸近くの月形の水田地帯にも降

りていた．ねぐらは宮島沼であった．1990年マガンの飛来数が23,000羽に増加した前後の年

から３月下旬から４月上旬にかけて宮島沼だけでなく宮島沼から北へ10km位の地点にある茶

志内沼，新沼，奈井江袋地沼，北へ30km近く離れた砂川の袋地沼をねぐらにするマガンが増

えてきた．これらの沼は従来オオヒシクイＡ・ノh6α/ｉｓ，ハクチョウ類が休息していた場所で

周囲は水田地帯である．また新篠津，江別，月形，当別，岩見沢，奈井江，新十津川，砂川，

雨龍方面周辺域で採食するマガンがみられるようになった．今後マガンの個体数が増加し，

採食地がさらに広がると深川方面の穀倉地帯に採食域を広げる可能性が生じ，秋まき小麦，

その他の作物などの食害の問題が起こるだろう．

俄雪の少ない年
Yearswith

lightsnowfall
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図３．積雪の多少とマガンの飛来時期との関係

Fig.３．ComparisonofseasonalchangeinnumberofstopoverWhite・frontedGeesebetweenthe

yearswithheavyandlightsnowfall．
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TheincreaseofstopoverWhite､frontGeesearoundMiyajima-numa，northern

Japanl975-2000

KadoakiHoshiko

lO4Motmomachi,Toubetsu,Ishikari,HokkaidoO61-O222,Japan

1．ThenumberofstopoverWhite､frontGeeseA"seﾉ．αﾉ”w2swascountedaroundMiyajima．

、uma,Hokkaido,northemJapaninspringintheyearsl975to2000.

2．Thenumberincreasedfrom4000to62700．ＴｈｅｎumberofgeesecountedatMiyajima､numa

inspringwassimilartothetotalnumberofcountedinwinterthroughoutJapanltsuggests

thatmostofthegeesewinteringinJapanstopoveratMiyajima・numainspring

3・Ｔｈｅｔｉｍｉｎｇｏｆａｒｒｉｖａｌｏｆｇｅｅｓｅｗａｓｌａterinspringinyearswithaheavysnow-fal1.

4．Ｔｈｅｆｅｅｄｉｎｇａｒｅａｏｆｔｈｅｇｅｅｓｅｈａｓｅｘｐanded．
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